PhisiqueなものとImaginaireなもの：

『伴侶』における物理的身体と自我について（発表要旨）
菊池慶子

まず『伴侶』の二人称の断片と三人称の断片がそれぞれ別個の物語世界として並置できる一方、双方の記述の影響関係から、一方が他方を内包し、しかもどちらが外か内かについては絶えず位置が逆転するようにも読めることを指摘した。次にこの「内包」関係は宇宙と地上・人間の身体（の輪郭）と想像の間にも成り立ち、内側は「（外側との境界線という）絶対的限界が想定された無限」の世界であり、内側にいる意識は限界に無自覚であること、『伴侶』で描かれる人物達はあえて無自覚に内側に居ようとすることを、imaginaireな闇として説明した。さらにphisiqueな闇として『伴侶』の中の、一般的な知覚で把握する身体の外側の世界と、目を閉じた想像内で知覚する内側の世界で「見える」ものが一致する描写から、双方の世界の同一化、知覚の混乱、境界線としての身体の無化と主体について論じた。最後に今後の課題として時間と皮膚の問題を挙げた。
